
第二次大戦後のわが国では、戦災により企業等の

生産設備が打撃を受け、生活物資の供給不足が

生じました。そうした中で、旧軍人への退職金の支払

いなどにより臨時軍事費の支出が嵩
かさ

み、これに伴い、

物価が高騰し、預貯金の引き出しが激しくなり、銀行

券の発行高が急激に増えるなど、猛烈なインフレー

ションに見舞われました。

政府は、この激しいインフレーションに対処する

ため、１９４６年（昭和２１年）２月１６日、「総

合インフレ対策」を発表しました。この総合対策の柱

となったのが、「金融緊急措置令」と「日本銀行券預入

令」です。これらは、

①同年２月１７日以降、全金融機関の預貯金を封鎖す

る、

②流通している十円以上の銀行券（旧券）を同年３月

２日限りで無効とする（同年２月２２日、五円券追加）、

③同年３月７日までに旧券を強制的に預入させ、既存

の預金とともに封鎖する一方、新様式の銀行券（新円）

を同年２月２５日から発行し、一定限度内に限って旧

券との引き換えおよび新円による引き出しを認める、

というものでした。

これが、いわゆる「新円切り替え」です。

さて、この総合対策の一環として、様式を変更し

た新しい銀行券の発行と、旧様式券の流通停止

を準備していましたが、同対策の実施時期が当初想定

より半年程度繰り上げられたため、新様式券（Ａ一

円・五円・十円・百円券）の製造が時間的に間に合い

ませんでした（発行開始は、Ａ百円および十円券が３

月１日、Ａ五円券が同月８日、Ａ一円券が同月２０日）。

そこで政府は、新様式券の代わりに、同年２月２０日

公布の「日本銀行券預入令ノ特例ノ件」によって、千

円、二百円、百円および十円の証紙４種（唐草模様を

あしらった簡単なもので、大きさは縦２７ｍｍ×横１８

ｍｍ程度）を発行し、これを旧券の表面に貼付するこ

とで臨時的に新円と見なすこととしました。これが、

「証紙貼付銀行券」と呼ばれるものです。
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証紙は、日本銀行のほか、各地の金融機関に配布

され、１枚１枚の銀行券に糊付けする作業が徹

夜で行われたと言われています。また、こうした通貨

措置計画は秘密裏に進められていましたが、いつのま

にか国民に知れ渡るようになってしまいました。「五円

以下の小額紙幣は封鎖を免れる」というので、多くの

駅で十円券や百円券で五円以下の釣り銭目当てに切符

を買おうとする人々が長蛇の列を作ったほか、たばこ

屋でも同じような現象が見られた（当時ピースという

煙草が七円だったため十円券で買入れ）、というエピソ

ードが残っています。

なお、臨時的に発行された証紙貼付銀行券は、

徐々に新様式券の発行元が充実していったため、

１９４６年（昭和２１年）１０月末をもって通用が停止

されました。
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